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百
歳
お
め
で
と
う

　

百
歳
を
迎
え
た
岩
崎
ト
シ
子

さ
ん
（
小
泉
）
へ
の
賀
寿
贈
呈

は
2
月
7
日
、
相
馬
ホ
ー
ム
で

行
わ
れ
、
岩
崎
さ
ん
に
記
念
品

な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
県
知
事

賀
寿
状
と
会
津
塗
木
杯
、
市
長

賀
寿
状
と
置
き
時
計
な
ど
。

　

当
日
は
、
同
席
し
た
家
族
や

相
馬
ホ
ー
ム
職
員
な
ど
が
、
岩

崎
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

岩
崎
さ
ん
に
聞
い
た
長
寿
の

秘
訣
は
、
い
つ
も
笑
顔
で
、
好

き
嫌
い
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

▽
岩
崎
ト
シ
子
さ
ん

▽
山
中
喜
和
子
さ
ん

　

百
歳
を
迎
え
た
山
中
喜
和
子

さ
ん
（
和
田
）
へ
の
賀
寿
贈
呈

は
3
月
6
日
、
自
宅
で
行
わ
れ
、

山
中
さ
ん
に
記
念
品
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
県
知
事

賀
寿
状
と
会
津
塗
木
杯
、
市
長

賀
寿
状
と
置
き
時
計
な
ど
。

　

当
日
は
、
同
席
し
た
家
族
な

ど
が
、
山
中
さ
ん
の
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

　

山
中
さ
ん
に
聞
い
た
長
寿
の

秘
訣
は
、
好
き
嫌
い
を
せ
ず
に

何
で
も
食
べ
る
こ
と
で
す
。

利
用
客
で
に
ぎ
わ
う

磯
・
浜
・
道

相
馬
大
周
遊
の
日

　

磯
部
水
産
加
工
施
設
、
相
馬
復

興
市
民
市
場
「
浜
の
駅
松
川
浦
」、

道
の
駅
そ
う
ま
、
通
称
「
磯
・
浜
・

道
」
で
の
3
施
設
周
遊
イ
ベ
ン
ト

「
相
馬
大
周
遊
の
日
」
は
2
月
18

日
、
各
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
施
設
ご
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
3
施
設
を
周
遊

す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、

ゴ
ー
ル
と
な
っ
た
市
民
会
館
で
は

商
工
会
議
所
に
よ
る
相
馬
の
特
産

品
が
当
た
る
く
じ
引
き
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
豚
汁
の
振
る
舞
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
客
は
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

世
界
の
文
化
を
感
じ
る 

　
　
　
　わ
く
わ
く
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ

　わ
く
わ
く
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
4
は
2
月
25
日
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の

市
民
が
外
国
人
な
ど
と
交
流
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ

イ
、
中
国
、
韓
国
、
ル
ワ
ン
ダ
な

ど
世
界
各
国
の
ブ
ー
ス
が
設
置
。

　

パ
ネ
ル
展
示
や
各
国
の
代
表
的

な
料
理
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
塗
り
絵
な
ど
を
通
し
て
外

国
人
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

Topix
トピックス

　ふ
れ
あ
い
会
食
会
は
3
月
7
日
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
約
100
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
会
食
会
は
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
。

　

当
日
は
、
相
馬
保
育
園
園
児
に

よ
る
お
遊
戯
な
ど
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
弁
当
や
民
生
児
童
委
員
協

議
会
に
よ
る
お
吸
い
物
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
笑
顔
で
交
流
し

て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
交
流 

ふ
れ
あ
い
会
食
会
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川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
冬
は
2
月
10
日
、
同
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
第
一
小
学
校
の
1
年
生
〜

6
年
生
の
児
童
な
ど
を
対
象
に
、

同
セ
ン
タ
ー
の
主
催
。

　

会
場
に
は
、
お
も
ち
ゃ
の
製
作

コ
ー
ナ
ー
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
県

第
34
団
に
よ
る
お
茶
会
コ
ー
ナ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
参
加
し
た
児
童
ら
は
各

コ
ー
ナ
ー
を
巡
っ
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
に
ぎ
や
か
に

　

川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

相
馬
市
子
ど
も
議
会

　

市
子
ど
も
議
会
は
2
月
7
日
、

市
議
事
堂
で
行
わ
れ
、
市
内
小
学

校
の
児
童
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
議
会
は
、
市
の
次
代
を
担
う

小
学
校
の
児
童
に
市
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
市
教
育
委
員

会
の
主
催
。

　

当
日
は
、
参
加
し
た
児
童
が
子

ど
も
議
員
と
な
っ
て
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
は
、
緊
張
し
な
が

ら
も
堂
々
と
市
の
事
業
に
関
す
る

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

宇
多
川
に
サ
ケ
の

稚
魚
を
放
流

山
上
小
学
校

　サ
ケ
稚
魚
の
放
流
会
は
2
月
28

日
、
宇
多
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、

山
上
小
学
校
の
児
童
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
バ
ケ
ツ
に
移
し
た
約

１
、
5
０
０
匹
の
稚
魚
が
宇
多
川

に
放
流
さ
れ
、
参
加
し
た
児
童
は

放
流
し
た
稚
魚
が
元
気
に
川
を

下
っ
て
い
く
姿
を
喜
び
、
県
職
員

の
講
話
で
サ
ケ
の
生
態
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
サ
ケ
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
や
ベ
ー
リ
ン
グ
海
を
回
遊
し

た
の
ち
、
4
年
後
に
宇
多
川
に
戻

り
ま
す
。

　第
20
回
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探

検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

は
3
月
1
日
、
川
原
町
児
童
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
、
受
賞
し
た
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
ら
約
20

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
た
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
3
団
体
（
中
二
小
い
る
か
ク
ラ

ブ
、
川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー
み
つ

ば
ち
ク
ラ
ブ
、
西
部
子
ど
も
公
民

館
こ
す
も
す
ク
ラ
ブ
）
の
児
童
ら

が
賞
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
で
審
査
員
特
別
賞

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
3
団
体

　令
和
5
年
度
市
教
職
員
研
究
作

品
展
表
彰
式
は
2
月
13
日
、
市
役

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
教
育
研
究
論
文
、
教

育
実
践
記
録
な
ど
4
つ
の
分
類
が

あ
り
、
個
人
ま
た
は
団
体
が
分
類

と
テ
ー
マ
を
決
め
て
出
品
。

　

表
彰
式
で
、
福
地
憲
司
教
育
長

は
「
研
究
の
成
果
を
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
、
特
選
5
作
品
と
奨
励
賞

8
作
品
の
代
表
者
に
表
彰
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
意
欲
を
引
き
出
す
指
導
方
法
を

研
究 

市
教
育
研
究
会
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復
興
を
願
う 

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ
支
援
金

　

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
の
今

野
智
光
代
表
理
事
組
合
長
ら
2
人

は
2
月
21
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
金
を
立

谷
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

本
支
援
金
は
、
地
震
の
被
災
地

域
を
支
援
す
る
目
的
で
、
石
川
県

七
尾
市
・
輪
島
市
・
珠
洲
市
・
能

登
町
の
4
市
町
に
同
組
合
か
ら
送

ら
れ
る
も
の
で
、
支
援
金
を
受
け

取
っ
た
立
谷
市
長
は
「
責
任
を

持
っ
て
被
災
地
域
へ
お
届
け
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▽
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合

　

市
連
合
商
栄
会
の
西
村
年
晴

会
長
ら
3
人
は
2
月
29
日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
能
登
半
島
地
震

へ
の
支
援
金
を
立
谷
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　

本
支
援
金
は
、
地
震
で
被
害

を
受
け
た
地
域
を
支
援
す
る
目

的
で
同
会
か
ら
輪
島
市
に
送
ら

れ
る
も
の
。

　

支
援
金
を
受
け
取
っ
た
立
谷

市
長
は
「
責
任
を
持
っ
て
被
災

地
域
へ
お
届
け
し
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

▽
市
連
合
商
栄
会

▽
菊
地
登
志
彦
後
援
会

　

菊
地
登
志
彦
後
援
会
相
馬
支

部
の
佐
藤
満
支
部
長
ら
4
人
は

2
月
29
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
金
を

立
谷
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

本
支
援
金
は
、
地
震
の
被
災

地
支
援
を
目
的
に
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て

集
め
ら
れ
た
も
の
。

　

支
援
金
を
受
け
取
っ
た
立
谷

市
長
は
「
責
任
を
持
っ
て
被
災

地
域
へ
お
届
け
し
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

▽
く
ろ
松
ク
ラ
ブ

　

青
年
会
議
所
の
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ

れ
た
く
ろ
松
ク
ラ
ブ
の
白
田
浩
二

会
長
ら
3
人
は
3
月
5
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
能
登
半
島
地
震
へ
の

支
援
金
を
阿
部
勝
弘
副
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　

本
支
援
金
は
、
同
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

益
金
に
よ
る
も
の
。

　

支
援
金
を
受
け
取
っ
た
阿
部
副

市
長
は
「
復
興
に
役
立
て
て
も
ら

う
よ
う
、
責
任
を
も
っ
て
お
届
け

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

消
火
活
動
協
力
に
関
す
る
感
謝

状
贈
呈
式
は
3
月
8
日
、
市
役
所

で
行
わ
れ
、
齋
藤
文
夫
さ
ん
ら
4

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
感
謝
状
は
、
1
月
20
日
の
車

両
火
災
お
よ
び
2
月
16
日
の
建
物

火
災
で
、
齋
藤
さ
ん
ら
が
行
っ
た
、

消
火
活
動
の
功
績
を
た
た
え
る
も

の
。

　

式
で
、
立
谷
市
長
は
感
謝
状
を

手
渡
し
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

●
感
謝
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

▽
齋
藤
文
夫
▽
但
野
洋
一
▽
久
田

要
一
▽
木
村
泰
志
▽
齋
藤
尚
兵

迅
速
な
消
火
協
力
の

功
績
を
た
た
え
る 

感
謝
状
贈
呈
式
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震
災
か
ら
13
年 

市
東
日
本
大
震
災
追
悼
式

　東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
13

年
を
迎
え
た
3
月
11
日
、
市
民
会

館
で
、
犠
牲
者
を
悼
む
相
馬
市
東

日
本
大
震
災
追
悼
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
が
主
催
し
、
遺
族
ら
約
250
人

が
参
列
し
、
震
災
の
犠
牲
者
を
悼

み
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

式
で
、
立
谷
市
長
は
「
こ
れ
ま

で
の
相
馬
を
作
り
上
げ
て
来
ら
れ

た
先
達
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
絆
と
共

に
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
高
玉
良
一
市
議
会
議
長

が
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
竹
岡
佳
郁
人
さ

ん
が
震
災
か
ら
の
13
年
間
を
回

想
し
「
震
災
当
時
は
ま
だ
4
歳

で
、
福
島
市
に
住
ん
で
お
り
、
地

震
後
に
、
磯
部
に
住
む
祖
父
母
が

津
波
で
亡
く
な
っ
た
と
知
り
ま
し

た
。
私
は
、
地
元
企
業
に
就
職
し
、

相
馬
市
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
犠

牲
に
な
っ
た
御
霊
に
語
り
か
け
ま

し
た
。

　磯
部
中
学
校
慰
霊
式
は
3
月
11

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い 

磯
部
中
慰
霊
式

　磯
部
小
学
校
防
災
の
集
い
は
3

月
11
日
、
同
校
慰
霊
碑
前
で
行
わ

れ
、
児
童
19
人
を
含
め
学
校
関
係

者
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
田
広
同
校
校
長
の
式
辞
な
ど

に
続
い
て
献
花
が
行
わ
れ
、
寺
島

夕
慎
さ
ん
が
「
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
出
来
事
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
、
普
段
か
ら
の
備

え
を
学
ん
で
い
ま
す
。
僕
は
磯
部

が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
磯

部
を
盛
り
上
げ
て
、
恩
返
し
し
た

い
の
で
、
僕
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
復

興
へ
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

復
興
へ
の
誓
い
を
新
た
に 

磯
部
小
防
災
の
集
い
　

東
日
本
大
震
災
復
興
と
鎮
魂
の

集
い
は
3
月
11
日
、
伝
承
鎮
魂
祈

念
館
前
の
海
岸
で
行
わ
れ
、
地
元

の
住
民
ら
約
100
人
が
木
の
葉
の
舟

を
流
し
、
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

木
の
葉
の
舟
は
、
泰
山
木
（
た

い
ざ
ん
ぼ
く
）
の
葉
に
亡
く
な
っ

た
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
復
興

へ
の
思
い
、
将
来
の
夢
な
ど
を
記

し
た
も
の
で
、
兵
庫
県
の
「
森
は

な
顕
彰
会
」
や
県
内
外
の
小
学
校

な
ど
か
ら
約
１
１
、
０
０
０
枚
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

住
民
ら
は
14
時
46
分
に
黙
と
う

を
し
た
後
、
木
の
葉
の
舟
を
海
に

流
し
ま
し
た
。

鎮
魂
を
願
う 

相
馬
市

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

日
、
同
校
で
行
わ
れ
、
同
校
の
生

徒
や
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

磯
部
中
学
校
内
の
慰
霊
碑
前
で

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
小
林
邦
彦
同

校
校
長
の
式
辞
な
ど
の
後
、
献
花

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寺
島
志
桜
生
徒
会
長
（
令
和
6

年
度
）
は
「
防
災
学
習
な
ど
を
災

害
時
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
磯

部
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
復
興
へ
の
誓
い
を
述

べ
ま
し
た
。


